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平成１７年１１月１０日 

日清製粉グループ 中間連結決算 

中間通期共、増収増益。経常利益は３年連続で過去最高、純利益も過去最高更新。 

［平成１８年３月期中間連結決算］  

株式会社日清製粉グループ本社（社長 長谷川 浩嗣）の平成１８年３月期中間連結決算

につきましては、「成長」を基本命題とする第二次中期経営計画がスタートし、各事業にお

いて販促活動や、新チャネル開拓を積極的に進め出荷伸長を図った結果、利益は過去最高を

更新いたしました。特に、水溶化コエンザイムＱ１０製品の市場への浸透を進めた日清ファル

マ㈱、大口工事が完工した日清エンジニアリング㈱が業績を大きく向上させました。 

売上高は２，１１７億６１百万円（前年同期比３．８％増）と増収となりました。利益面

におきましては、「成長」に伴う戦略的な販売促進費等の支出増加を吸収し、経常利益は 

１１６億円（前年同期比６．３％増）と３年連続で過去最高となり、中間純利益も６２億 

４４百万円（前年同期比１３．２％増）と過去最高を更新いたしました。 

 

［平成１８年３月期通期連結業績予想］ 

中間期の業績は順調に推移いたしましたが、通期業績予想の経常利益につきましては、小

麦粉、ドライ加工食品など主力製品の市場環境は業界全体の出荷が前年を下回る厳しい状況

が続いていることから、当初予想通りとしております。 

当社グループにおきましては、今後も海外事業、中食・惣菜事業をはじめとする成長領域

へ経営資源を投入し、新市場開拓を進めるとともに、製粉事業、加工食品事業等において主

要製品のシェアアップ、コスト体質強化など事業基盤確立施策を推進してまいります。 

通期業績予想は、売上高は４，２９０億円（前期比３．１％増）と増収の見込みです。利

益面では、経常利益は２５５億円（前期比１．５％増）と３年連続で過去最高を更新する外、

当期純利益は持分法適用関連会社の利益貢献もあり前期にＩＴ投資減税を適用した影響を吸

収し、１３７億円（前期比０．８％増）と２年連続で過去最高となる見込みです。 

 

［積極的な利益還元］ 

当社では、前期は年間配当を１株当たり３円増配し１４円とするなど、過去から株主の皆

様への利益還元を積極的に進めており、当期におきましても、さらに年間配当を１円増配し

て１５円とし、４年連続の増配を予定しております。当中間期におきましては、既に公表し

ておりますように中間配当として１株当たり１．５円増配し７円とさせていただきます。ま

た中間期までに自己株式の取得を２，０００千株、２２億９６百万円実施するとともに、本

年１１月１８日付をもって普通株式１株を１．１株に分割させていただきます。今後も利益

還元を機動的に行ってまいります。 

なお、株式の流動性向上、個人投資家層の拡大を図るため、１単元の株式数を本年１０月

３日付をもって１，０００株から５００株に引き下げました。 

   以 上 


